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関心事（ 年 月）

１． いわゆる「こんにゃくゼリー」

７月 日、食品 対応プロジェクトによる会合が開催され、こんにゃくゼリーを含む窒

息事故に関する検討結果がまとめらました。

同プロジェクトでは、再現試験を通じて窒息事故リスクに対する検討が行なわれています。

検討結果から、多くのこんにゃくゼリーについて重篤な窒息事故につながるリスク要因を複数

有しているとの知見を得たとし、「窒息頻度が高い『もち』や『あめ』については、『もちは口

腔内での滑りやすさが低く、あめは強い気道閉塞を生じさせにくい点で、こんにゃく入りゼリ

ーよりもリスク要因が少ないことが示唆された』」との食品安全委員会の評価と異なります。

しかし、嚥下のどの段階での問題か、こんにゃく粉を使用せずに「こんにゃくゼリー」がで

きるか、「こんにゃくゼリー」の物性の比較検討など、科学的に十分検討なされたとは云えず、

方向性を詰めることができる状況ではないと思います。

２． 既存添加物の第 次消除（ 品目）の 通報

年 月 日、既存添加物の第 次消除（ 品目）について、 通報（衛生植物検

疫措置の適用に関する協定第 条及び附属書 の （ ）に基づく措置）されました。

施行予定日： 年 月 日

期限：通報日（ 月 日）から 日後

消除予定品目： 月 日に公示された「消除予定添加物名簿」に収載された 品目

尚、 月 日の公示によりますと、訂正の申し出の期限は、 年 月 日です。

３． メラミン濃度の新しい 基準

月 日、メラミン濃度に関する 基準が改定されました。

乳児用調整粉乳のメラミン最大基準値：

その他の食品及び飼料       ：

４． 食用タール色素 品の警告表示の強化

英国では、 年 月 日から、 （食用黄色 号）、 （食用黄色 号）、 （キ

ノリンイエロー）、 （アゾルビン）、 （食用赤色 号）、 （食用赤色 号）の

アゾ系タール色素について、それらを含む飲食品に、「色素の名前または 番号：は子どもの

行動や注意に有害かもしれない」という警告表示が必要となりました。

例外： ％以上のアルコールを含む飲料、食肉のマーキング、卵の装飾

この処置は、 月 日から の全域で実施されることになりました。
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５． アマランス（食用赤色 号）の の引き下げ

月 日、 の パネルは、アゾ系色素のアマランス（ 、食用赤色 号）の

を から に引き下げました。

既に、昨年 月 日に、キノリンイエロー（ 、日本は未指定）の を

から 、サンセットイエロー （ 、食用黄色 号）の を

から 、ポンソー４ （ 、食用赤色 号）の を

から それぞれ下げています。

６． 食用色素の禁止を が要請（米国）

月 日、 （ ）は、子どもの多動性と発が

んを理由に、食用色素の禁止を に要請しました。

年 月 日 人工染料を使用した食品への警告表示

７． オーストラリア・ニュージーランドで、エリスロシン（日本：食用赤色 号）のアイ

シング（英語 、米国： ）への使用認可 年 月１日官報

現在、保存チェリーでのみ認可されているエリスロシンをアイシングについても使用を許可。

最大許容レベル：

８． ガムロジングリセロールエステルの安全性評価（ ）

月 日、 は、安定剤及び乳化剤として最大 で使用するガムロジングリセ

ロールエステル（ ）の安全性について評価しました。

年に、 は を評価し、 （ウッドロジングリセロールエステル）と

まとめて 体重 日を設定しました。このときの の規格は暫定で、成分の

特定と毒性試験の提出が求められていました。

「提出されたデータからは が と化学的に同一と結論できない。 の毒

性データを の毒性の記述に使えるかどうか評価できないため、安全性について結論でき

ない。」としました。

尚、ウッドロジングリセリンエステルを食品添加物に指定するための健康影響評価が食品安

全委員会に求められていましたが、指定要請者からの申し出により、平成 年（ 年）

月 日、厚生労働省はこの健康影響評価を取り下げました。（厚生労働省発食安第 号）

輸入される乳化香料の安定剤の国際調和は、大丈夫でしょうか。
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９． 政府の遺伝子組み換え作物推進に消費者は反発（英国）

遺伝子組み換え（ ）作物を推進する業界団体（農業生物化学技術委員会、 ）が食品

基準庁（ ）のレポート作成に働き掛けを行っていたことが 月上旬に明らかになりました。

消費者は 作物について依然として懐疑的な見方が強く、政府方針への介入に反発の声が上

がっており、政権交代後も、政府は食料安全保障の観点から 作物の推進に積極的な姿勢を

示しており、それに反対する消費者との溝は埋まっていないとのことです。

＜欧州委員会が ジャガイモの 域内栽培を認可＞

欧州委員会は 年 月 日、バイエルが開発した遺伝子組み換えジャガイモ「アムフロ

ーラ」（工業用でんぷん用）の商用栽培を認可しました。 年に初めてモンサントの

トウモロコシの作付けが認可されて以来、 域内では 年ぶり、 件目の栽培認可だ。今

回の久々の認可を機に、さらに 種類の 作物の認可についての検討が進められている

とのことです。

１０． 事故米 社を捜索

年に米国から輸入された事故米 トンが、食用米として不正転売されていた問題で、

農林水産省の刑事告発を待たずに、神奈川県警は、 月 日、食品衛生法違反（有害食品など

の販売）の疑いで、転売や偽装にかかわったとされる４社の家宅捜索を始めたとマスコミが一

斉に報じました。甘糟損害貨物（横浜市鶴見区）、協和精麦（神奈川県伊勢原市）、石田物産

（横浜市、廃業）、共伸商事（愛知県半田市）の４社が捜索さたとのことです。

農林水産省の調査では、一連の不正転売は 年 月からの約１カ月で行われており、食

品衛生法の公訴時効（３年）が目前に迫っていました。

協和精麦は、主に 年～ 年に輸入した事故米 トンについて偽装を認めている

もののほとんどで公訴時効が成立しているとのことです。（ 月 日付けの朝日新聞、他）

１１． 石井食品の不適正表示に是正指示（消費者庁）

消費者庁は、 月 日、石井食品株式会社（千葉県船橋市本町 ）が、加工食品の原材

料に添加物「香料」を使用したにもかかわらず、一括表示欄の原材料名にこれを表記せず、商

品に「無添加調理」と表示し、一般消費者向け販売していたことを確認したとして、 法の

加工食品品質表示基準第 条第 項第 号及び第 条第 号に違反するとして、同法第 条の 第

項の規定に基づき、表示の適正化、原因究明、再発防止策、従業員に対する品質表示制度の

徹底等を指示しました。       

１２． 理研ビタミンの「ふえるわかめ」、 万パック回収（中国産の可能性）

年 月 日、マスコミ各社は、「ワカメ販売最大手の理研ビタミン（東京）は２３日、

乾燥ワカメ『ふえるわかめちゃん鳴門』など国内産として製造している７商品について、中国

産だった可能性が高いとして商品を自主回収すると正式に発表した。回収対象は約 万パッ

ク（小売価格約 億円）に上り、返品すれば代金は返すとしている。
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同社に６月、『産地が違う』との情報が寄せられたため、農水産物の原産地を調べることが

できる民間の検査機関『日本同位体分析研究所』（横浜市）で検査、中国産の可能性が高いと

判定された。同社は事実関係を関東農政局に報告。農政局は日本農林規格（ ）法違反にあ

たるか調査を始めた。」と報じました。

１３． 韓国コカ・コーラ飲料が使用基準違反で回収

食品医薬品安全庁はコカ・コーラ飲料（株）が製造・販売した「グラソービタミンウォータ

ー 」混合飲料に使用が認められていない『グルクロン酸亜鉛（食品添加物）』が使われ

ているため、管轄当局に行政処分などの措置を要求したと発表した。内容は次の通りです。

今回の不適合製品は、混合飲料に使用が認められていない食品添加物である「グルクロン酸

亜鉛」を使用しているとの情報を入手し特別点検を行った結果、違反事実を確認した。回収措

置された『グラソービタミンウォーター 』製品は、 年 月 日から 年

月 日まで生産された製品で、総 瓶（ 本、 本）

で、賞味期限は製造日から ヶ月だ。

「グルクロン酸亜鉛」は食品添加物としてその使用基準上、調製油類 調製乳類 、乳児用調

製食、成長期用調製食、栄養素補充用健康機能食品、特別医療用食品、体重調節用調製食品及

びシリアル類には使用が認められているが、飲料類などには使用が許可されていない。

食薬庁は今後も食品製造会社に対し、食品添加物の使用に関する指導・点検など安全管理を

強化すると共に、該当製品の販売者や購入した消費者は即ち購入先や製造社であるコカ・コー

ラ飲料（株）に返品するよう呼びかけた。

１４． 日系企業はもっと情報発信を（中国上海大学のアンケート）

月 日つけの「通商弘報」（ ）に次のような記事が掲載されました。

「上海大学東アジア研究センターは 月 日、学生の日系企業への関心などについて、アンケ

ート結果をジェトロ上海センター主催の講演会で発表した。日本語学部長の董永傑副教授は「日

系企業に関する情報が学生に伝わっていない。日本の企業文化などについて日系企業からの情

報発信が相互理解につながり、学生・企業の双方にとってプラスになる」と語った。」、さらに

「アンケート結果から薫副教授は、学生たちは日経企業の状態をよく分かっていない、と指摘

した。上海の日系企業について知っているかの設問に、「しらない」が 年生 ％、 年生 ％、

年生 ％、「少し知っている」が 年生 ％、 年生 ％、 年生 ％と、 年生から 年

生にかけて日本語学部での授業などをつうじて改善するが、 年生から 年生にかけてはあま

り変らず、「よく知っている」と回答した学生は、 年生でもわずか ％にしかすぎない。

日系企業についての情報不足から、優秀な学生がいても欧米企業などに流れてしまい、学生

にとっても日系企業にとっても機会損失につながる可能性がある。雇用のミスマッチを防ぐた

めには、日系企業から日本の企業文化や企業情報を大学生に積極的に伝えていく必要がある。」

としています。   
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１５． パンフレット「健康食品による健康被害の未然防止と拡大防止に向けて」

厚生労働省・日本医師会・国立健康栄養研究所が、パンフレットを作成し公表しました。

健康食品関連の製品による主な有害事例、健康食品に添加されている天然植物と医薬品の相互

作用が想定される主な事例、健康食品に添加されている成分と医薬品の相互作用が想定される

主な事例、健康食品素材と摂取に注意すべき利用対象者の組み合わせ等が詳しく紹介されたパ

ンフレットで、薬剤師にも役立つと思われます。

１６． 慢性腰痛患者に対するグルコサミンの効果

に掲載されました。要約は次の です。

慢性腰痛（ ）と変形性腰椎症（ ）の 歳以上の患者 名をグルコサミン

経口投与群（ 名）とプラセボ投与群（ 名）に ヶ月投与し、 ヶ月の介入試験後と

年後に投与の効果を評価したところ、痛みに関連した指標に殆ど差はなかった。

１７． 輸入食品の特徴的な食品衛生法違反事例（ 年 月）

・株式会社カーギルジャパンがエクアドルから輸入した生鮮カカオ豆の命令検査で、一律基準

を超えて が 検出され、廃棄、積戻し等が指示されました。

・株式会社カーギルジャパンがガーナから輸入した生鮮カカオ豆の命令検査で、一律基準を超

えてエンドスルファンが 検出され、廃棄、積戻し等が指示されました。

・株式会社カーギルジャパンがガーナから輸入した生鮮カカオ豆の命令検査で、一律基準を超

えてフェンバレレートが 検出され、廃棄、積戻し等が指示されました。

・株式会社カーギルジャパンがガーナから輸入した生鮮カカオ豆の命令検査で、イミダクロプ

リド 検出による成分規格不適合とされ、廃棄、積戻し等が指示されました。

・株式会社カーギルジャパンがベネズエラから輸入した生鮮カカオ豆の命令検査で、一律基準

を超えて が 検出され、廃棄、積戻し等が指示されました。

・三菱商事株式会社がベネズエラから輸入した生鮮カカオ豆の命令検査で、一律基準を超えて

が 検出され、廃棄、積戻し等が指示されました。

・伊藤忠食糧販売株式会社がエクアドルから輸入した生鮮カカオ豆の命令検査で、一律基準を

超えて が と 検出され、それぞれ廃棄、積戻し等が指示されました。

・伊藤忠食糧販売株式会社がエクアドルから輸入した生鮮カカオ豆の命令検査で、一律基準を

超えて が 検出され、併せてジウロン 検出による成分規格不適合と

され、廃棄、積戻し等が指示されました。

・ジャパンフード株式会社がイタイから輸入した「ゆでだこ」（

）の自主検査で、二酸化硫黄 が検出され使用基準不適合の

ため、廃棄、積戻し等が指示されました。

「 」J A M A .
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・ がナイジェリアから輸

入した乾燥キャッサバ（ ）の命令検査で、シアン化物が 、乾燥キャッサ

バ（ ）の命令検査で、シアン化物が 検出され、それぞれ廃棄、積戻し等が

指示されました。

・有限会社フードライナーがイタリアから輸入した「ビスケット類」（ ）

の自主検査で、シアン化物が 検出され、廃棄、積戻し等が指示されました。

・株式会社ローヤルがオーストラリアから輸入した「生鮮西洋わさび」のモニタリング検査で、

一律基準を超えてジメトモルフが 検出され、廃棄、積戻し等が指示されました。

・アタカ通商株式会社が中国から輸入した生鮮コーヒー豆のモニタリング検査で、

検出による成分規格不適合とされ、廃棄、積戻し等が指示されました。

・三信商事株式会社が韓国から輸入した生しじみの命令検査でエンドスルファン 検

出による成分規格不適合とされ、廃棄、積戻し等が指示されました。

・ 有限会社東洋水産加工が韓国から輸入した「生しじみ」の命令検査でエンドスルファン

検出による成分規格不適合とされ、廃棄、積戻し等が指示されました。

・株式会社アレフが独国から輸入したシロップ（ ）の自主検査

でプロピレングリコール ％検出による成分規格不適合とされ、廃棄、積戻し等が指示さ

れました。

・昭和貿易株式会社がオーストラリアから輸入した「生鮮セルリアック」のモニタリング検査

で、一律基準を超えてジフェノコナゾールが 検出され、廃棄、積戻し等が指示され

ました。

・サンギ株式会社が中国から輸入した「活はも」の命令検査で、トリフルラリン 検

出による成分規格不適合とされ、廃棄、積戻し等が指示されました。

大手商社による同様な違反事案が繰り返されていることは、残念の極みです！！

以上。

（作成： 年 月 日）
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